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附属中学校における学校保健委員会の取組み
―養護実習への活用を視野に入れて―
太田　泰子※１　上村　弘子※２　棟方　百熊※２　宮本　香代子※２　門田　新一郎※２
　岡山大学教育学部附属中学校における学校保健委員会の取組み，および学校保健委員会の資料の養護実習への
活用について報告する。附属中学校の学校保健委員会は，①学校保健活動の全体像が理解されること，②課題が
明確になる資料を工夫すること，③関係者の共通理解が図られること，の３つの視点から取組まれており，この
ことが日々の学校保健活動に対する有効な施策を協議するために重要であった。学校保健委員会の資料は同時に，
養護実習において学生が学校保健活動を理解するための教材として活用できる。
キーワード：学校保健委員会　養護実習　附属中学校
※ 1 太田　泰子（岡山大学教育学部附属中学校）
※ 2 上村　弘子・棟方　百熊・宮本　香代子・門田　新一郎（岡山大学大学院教育学研究科）
Ⅰ．はじめに
　大学（教育学部）の附属学校園の養護教諭は，養
護教諭を目指す学生にとってはいちばん身近な現場
の養護教諭であると同時に，養護教諭養成のコアと
なる養護実習においては指導者である。したがって，
日々の学校保健活動の実践者と養護実習の指導者と
しての２つの役割の位置づけとあり方を考えて職務
を遂行することが求められる。
　岡山大学教育学部附属中学校（以下，附属中学校
と記す）では，学校保健の実態を学校保健委員会に
おいて報告し，実態に基づいた有効な施策を協議す
るため，学校保健に関する資料を毎年作成している。
この資料では，前年度までの取り組みの成果や課題，
今年度の目標や達成のための計画，それらの基盤と
なる生徒の実態等について，附属中学校における学
校保健活動を概観するためには最適の資料である。
　また，附属中学校では毎年，教育学部養護教諭養
成課程，養護教諭特別別科の学生による養護実習を
受け入れており，これらの学生に対する実習指導も
養護教諭の重要な役割である。
　附属中学校では，養護実習において実習生が「養
護教諭の職務を多面的に理解」するため「養護実習
受け入れ準備」を日常業務の中で取り組むように努
めている。その一環として，学校保健委員会のため
に作成した資料を養護実習のための資料として使用
している。本稿では，この取り組みに関して得られ
た知見の一部を報告する。
Ⅱ．附属中学校の学校保健
1.　附属中学校の概要
　附属中学校は，国立大学法人岡山大学を設置者と
する国立の普通中学校であり，義務教育を実施して
いる。操山山麓の東山に位置し，創立 60 周年を超え，
前身の岡山師範学校附属中学校から数えると，長い
歴史と伝統がある。
　附属中学校の生徒は各学年男女それぞれ定員が 100
名であり，転出入はほとんどない。平成 24 年 12 月
現在の在校生は 590 名である。生徒の通学範囲は岡
山県全体の内，通学時間がおよそ 90 分以内となって
おり，附属小学校からの進学者 6 割と，他のさまざ
まな小学校出身者とで構成されている。したがって
他の公立中学校のように，同一地区の小学校との連
携は取りにくく，地域との関わりは薄くならざるを
得ない。一方，全員が受験によって進学してくるこ
【実践報告】
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ともあり，教育には熱心な家庭が多い。
　附属中学校の教員は，本校における教育をつかさど
るとともに，地域貢献を目指す研究と，教員養成の
ための教育実習における実習生の指導も含めて，職
務とされている。
2.　学校保健の概要
　「自主自律　豊な心で　たくましく」の学校教育目
標から，「自らの健康課題をみつけ主体的に解決して
行こうとする生徒の育成」，「生涯にわたって健康に
留意しながら生活できる生徒の育成」にねらいを設
定し，学校保健の活動を計画・実践している。
　毎年度の初めに，その年度の学校保健計画や学校 
安全計画とともに，学校保健・学校安全関係の資料
をまとめて（以下，学校保健関係の綴と記す）教員
会議に提出し，共通理解を図っている（表 1）。また，
学校保健委員会にも，この内容に沿った資料を示し，
より詳細な説明を加えることにより，学校保健委員
会の構成員が学校保健活動に対する全体像を理解す
ることができるようにしている。
　この他に安全や防災に関するマニュアルもそれぞ
れの担当者を決め，分担して作成している。
　学校保健関係の綴に載せた内容は，年度当初の計
表 1　学校保健関係の綴　目次
画であるため，年度内の学校行事や日常生活の中で
の実施を経て，行事ごとに改善を行っている。
　附属中学校では，この実践を，学校保健委員会で
話し合ったりまとめたりすることにしている。実践
の内容や方法は，附属中学校の実態に合わせて改善
されるが，教育学部の附属であるがゆえの特殊性も
存在している。実習生を受け入れる実習校でもある
ため，できるだけ他学校でも一般的に使用している
形を大切にしている。また，附属学校園間で話し合っ
て共通理解を図っているが，所属する地区の岡山市
や岡山県を基準にしている。
　なお，学校保健に関する資料として，この「学校
保健関係の綴」とは別に，｢学校保健委員会資料 ｣（第
1 回目と第 2 回目の２冊），「定期健康診断の実施計画」
を作成している。
Ⅲ．学校保健委員会の取組
　学校保健委員会とは，学校における健康問題を協
議し，健康つくりを推進する組織であり，様々な健
康問題に対処するため，家庭，地域社会等の教育力
を充実する観点から，学校と家庭，地域社会を結ぶ
組織として機能することが求められる 1）と示されて
いる。附属中学校ではこの理念に基づき，「学校保健
安全法に基づいて，附属中学校の保健管理・保健指
導に関する問題を検討し，学校保健全般に対する有
効な施策などを協議し推進すること。」を会則の目的
として学校保健員会を開催している。
　学校保健委員会の開催回数は毎年 2 回であり，第 1
回学校保健委員会（以下，第 1 回目と記す）は夏休
みまでに開催し，第 2 回学校保健委員会（以下，第 2
回目と記す）は冬休み明けすぐに開催する。
　委員は，学校職員，PTA，専門医などから構成さ
れている（表 2）。
表 2　学校保健委員会参加者（平成 24 年度）
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なお，学校職員は，校内分掌から決められている。
　これらの中から委員長（ＰＴＡ会長），副委員長（副
会長副校長），書記（養護教諭）を置いている。
　また，学校保健委員会の中に常任委員会を置き，学
校保健委員会のメンバーの内，学校関係者で構成し
ている。
　学校保健委員会では次の内容について報告・協議
することを学校保健委員会会則に定めている。
　１学校保健計画の立案や実施状況に関すること。
　２学校における保健指導・安全指導や保健環境の
　　改善に関すること。
　３地域や家庭における保健環境に関すること。
　４その他，保健・安全教育に必要な事項。
具体的な活動については次項以下で述べる。
1.　学校保健委員会資料作成の工夫
　学校保健委員会資料の内容は大きく 2 つの内容で
構成される。1 点は毎年継続している内容であり，も
う１点は各年度の重点的に実施した課題（以下，重
点項目とする）である。
①　毎年継続している内容
　第 1 回目の学校保健委員会では計画を示し，第 2
回目では，その活動結果を報告するとともに，必要
に応じて協議している。また，それぞれの学校保健
委員会の前に学校保健常任委員会を開き，各係から
提案される報告内容について検討を行っている。各
項目の担当者が，資料を作成し，報告している。
　資料の各項目の担当者と概要，資料作成における
留意事項を次に述べる。
1）　各種の計画
　各種の計画は，保健主事（本校では現在は養護教
諭が兼務）が立案し，学校保健委員会で提案し，専
門医等への周知を図るとともに助言を得ている。
　また，学校保健関係の綴に示し，学校保健目標や
保健室経営案の中で事前に示した内容を中心に学校
保健活動が実施されているため，次年度の計画立案
過程がそのまとめとなる。
　学校保健委員会の資料は，毎年同じ形式で示して
いるが，内容については，重点項目を中心に作成し，
振り返って少しずつ改善している。
2）　学校保健統計
　第 1 回目では，定期健康診断の結果を中心に示す。
第 2 回目では，保健室利用状況を中心に示す。
　例えば，う歯の罹患率等は，平成 8 年からの経過
の資料（資料１①）を毎回作成し，常任委員会にお
いて単年度ではなく年次の推移からの傾向をみる。
　その後，冊子の資料として掲載する際には，最近 6
年間の経過（資料１②）を観るようにしている。こ
れは，その年度の改善傾向や，問題点の把握のために，
焦点を絞った資料を観るための工夫である。
　また，身長や体重の平均値は，統計の値を比較す
るために，資料 2 のように文部科学省２）や岡山県教育
庁３）が学校保健統計として発表している全国平均や，
岡山県の平均を用いている。ただし，これらのデー
タは，入手可能な最新の数値を用いている。　　　
　これらの統計は，本校の傾向をつかむために毎年同
じように資料を作成している，特別な変化のあると
きばかりではないが，変化がないからといって，省
略することなく，毎年同じように掲載すべき資料と
考えている。なぜなら，万が一の事故や震災の際に
比較する平常時の記録としての意味があると考えら
れるからである。
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資料 3　保健室利用状況
　保健室利用状況 ( 資料 3) についてもほぼ同様な考
えで作成している。 
注）資料 4 以降はまとめて示す。
3）　健康教育
　保健体育科の主任を中心に計画し，実施している。
　保健体育科の保健学習を学校保健計画の中に位置
づけ，教科の学習と健康教育の関連を示している。ま
た，体力テストの結果を掲載し，本校の生徒の体力
的特徴や中学校での伸びを示して考察している。附
属学校の保健体育科が実践している情報も紹介され
役立っている。
4）　教育相談
　教育相談の担当者を中心に計画し，実践している。
　附属中学校の相談週間についてアンケート調査の
結果を報告している。また，教育学研究科教育臨床
心理学の教員による相談活動について紹介している。
ただし，個人情報を含む内容多いために，資料に載
せる内容は限られている。
5）　安全管理・安全指導
　安全の担当者を中心に計画し，実践している。
　運動会（資料 9）・避難訓練・職員研修（資料 6）
を載せる。記録用画像もあるので紹介しやすい。また，
附属学校園間で関係のある内容を紹介すること，年
次変化を示すとともに，保護者や学校関係者が医療
機関との連携について知り，附属中学校の安全管理
体制を向上させる機会となると考えられる。
　また重点項目のうち安全指導も紹介している。例
えば，掲示物にまとめた広報活動や自転車の安全の
アンケートを利用して危険マップを作る活動など健
康月間の活動として生徒保健委員会の活動（資料 5）
や，アスレチックトレーナーによるけが防止の会の
成果をまとめた外部講師の指導（資料 7）である。
6）　給食指導
　給食の担当者を中心に計画し，実践している。
　附属中学校は，弁当給食と牛乳という形態をとって
いるため，昼食時の給食指導は，主として共通の牛乳
についての指導となる。また，生徒保健委員会の牛
乳に関する活動（資料４）につながっている。その際，
アレルギー対応については指導者側が主に配慮して
いる。　
7）　学校環境衛生
　学校環境衛生の結果の他に，学校の施設設備に関す
る報告する。項目が多岐にわたるため，生徒の実態
に密接に関係している内容を中心に取り上げる。場
合によっては学校保健委員会の当日に参加した委員
による点検の活動を実施する場合もある。
8）　ＰＴＡの活動
　第 1 回目の学校保健委員会で計画を示し，第 2 回
目に活動した内容を報告する。
　例えば，既に実施している交通巡視，清掃活動（資
料 6）などの状況に学校保健委員会の協議の結果を反
映している。例えば，平成 23 年度の登下校の安全に
関する指導は生徒保健委員会がアンケートをまとめ
たり，生徒集会で全校に紹介したりした。資料 8 は
その時に利用したプレゼンテーションのシートを元
に作成した資料である。
　また，司会者である教頭は，校務分掌上ＰＴＡの
担当者であり，参加者（ＰＴＡ）が率直な意見を述
べやすい雰囲気に繋がっている。
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表 3　重点項目
②　年度ごとの重点的に実施した課題（重点項目）
　平成 16 年度～平成 24 年度までの重点項目は表 3
の通りである。各担当者から実施した内容について
報告する。
　重点項目の決め方，協議の工夫を示す。
　　　　
1）　各種の計画
　各種の計画は，保健主事（本校では現在は養護教諭）
が立案し，学校保健委員会常任委員会で検討してい
る。
　また，学校保健計画や保健室経営計画で学校保健
目標の具体的取組計画を事前に示した内容を中心に，
学校保健活動が実施されている。
　例えば，平成 24 年度の学校保健関係の重点項目の
場合は，けがの防止リーダーさんの会（以下「けが
防止の会」と記す）（資料 7）である。
　また，学校保健安全法の改訂もあり，平成 24 年度
には，給食の担当が，家庭科教員と協力して，「食に
関する年間計画」を作成中である。
2）　学校保健統計
　例年，同じ形式で示す統計だが，特徴的な変化が
ある場合には重点項目として中心の話題にすること
がある。
　例えば，本校の生徒の体位は，やせ型に偏っている。
この傾向は変わらないが，数年前より，肥満傾向が
でてきた。
3）　健康教育
　保健学習については，学習指導要領の改訂とのそ
の移行期にともない本校では平成 23 年度から新しい
計画を立てている。例えば，保健体育の「武道」が 1・
2 年に必修として位置づけられ，本校では，柔道の実
技を行っている。全ての生徒が，保健体育科の実技
の授業において，柔道に取組むので，事故の予防や，
事故発生時の救急体制についてはより一層の整備・
充実が必要である。学校保健委員会でも，柔道の安
全について取り上げて実践している。
　保健指導については，年間計画で時間を確保して
養護教諭が主に計画している。附属中学校では，特
別活動における保健指導は，実習生による指導がで
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きるように計画しており，時期や時間は実習計画に
合わせる必要がある。年間保健計画により実習時の
指導は，3 年次主免養護実習においては，「定期健康
診断の検査項目に関わる指導」，養護教諭特別別科養
護実習においていは，「薬物乱用防」，「飲酒防止」と
「けがの防止」，教育実習（保健）においては，「歯と
口腔の指導（または，「インフルエンザの予防」）」を
計画，実践している。
　他の指導は，教育計画のうち，放課後の特定の時
間を利用している。毎年 11 月は，健康月間として
指導を実施しているので，その内容を紹介している。
学校保健委員会の重点項目としている「けがの防止
の会」（資料 7），生徒保健委員会による健康月間（資
料 5）に示す。これらの活動内容について学校保健委
員会に生徒代表が参加して紹介するという工夫をす
ることもある。なお，性に関する教育は，保健体育
科教員が主に担当して，保健学習と講演を中心に計
画されている。
4）　教育相談
　平常時の相談については，関連の内容を紹介し，生
徒の現在の状況の全体像のみを報告している。
　平成 21 年には，「緊急時の心のケア」について職
員研修で実施し，学校保健委員会で取り上げている。
5）　安全管理・安全指導
　安全管理は，ヒヤリハット（ハインリッヒの法則），
平常時の放射線量などを実施し報告した。安全指導
は生徒の画像含め，紹介しやすい。例えば，運動会
の健康・安全（資料 9）ではＷＢＧＴ（熱中症運動指
針）の測定結果とその 5 年間の比較や，測定活動や
熱中症予防活動をする生徒保健委員会のようすを紹
介している。
　また，避難訓練（資料 6）は，火災・地震・不審者
侵入など，その年度に計画的に行われている訓練を
紹介する。また，附属学園東山地区の合同避難訓練
の経過を紹介している。
　さらに，職員の研修（資料 6）についても，ロール
プレイなどを実施し，狭い意味の「地域」である附
属学校園連携について紹介している。
6）　給食指導
　食に関する指導に発展する。生徒保健委員会によ
る，牛乳に関する活動（資料 4）を実施している。
　
7）　学校環境衛生
　学校環境衛生の検査結果や日常点検で改善した所
を中心に紹介している。学校保健委員会当日，委員
で安全点検と兼ねた校内巡視を実施し話し合うこと
もある。特別な内容として，平成 22 年度には，施設・
設備の増設について紹介し，平成 23 年度には，災害
時の備蓄について紹介している。平成 24 年度には，
平常時の放射線量の測定を行い，学校薬剤師から関
連する話題について解説していただいている。
　このように安心材料，改善点，平常時の値など，そ
のときどきの話題を提供している。　
8）　ＰＴＡの活動
　ＰＴＡ役員のうち代表の保護者が学校保健委員会
に参加している。活動内容，講演会，交通巡視などに
ついて報告する。平成 23 年度は自転車での登下校の
安全について，自転車通学の地図を参考にして，下
校中の様子を観察し，動画や画像を元にプレゼンを
作り生徒集会で生徒に指導した。（資料 8）
　自転車の便りや巡視場所の変更に発展している。
2.　学校保健委員会の実践
　学校保健委員会の実施にあたっては，関係者の共
通理解が図られるように，学校保健委員会の資料を，
職員会議で全職員に配布して報告している。また，毎
年 2 回の開催は継続しており，内容も毎年改善され
ている。なお，より活性化するためには，生徒の実
態や保護者の思いを反映することが重要である。　
　学校保健委員会はＰＤＣＡサイクル（計画（Plan）
→実行（Do）→検証（Check）→改善（Action））の
うち 1 回目はＰの部分，2 回目はＣの部分に位置付け
ている。
　学校医，学校歯科医，学校薬剤師の指導助言のも
とに，学校保健に関する附属学校職員と保護者の代
表，場合によっては生徒保健委員会の代表が一同に
会して報告協議をしている。
　学校保健委員会で，今後の課題として考えられる
ことは，附属中学校における「地域」の捉えである。
附属中学校の通学範囲は岡山県内に広がっているた
め，対象とする地域は広い。また，生徒自身の地元
の中学校やその地域との繋がりは希薄になりやすい。
例えば，通学中の緊急時の避難場所について話し合っ
たときに，避難場所に指定された場所は広範囲であ
り，場合によっては避難場所であっても附属中学校
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の生徒が受入れ対象外になることもありうるという
状況であった。
　このような状況を考慮し，今後地域との連携を意
識した取組みをすすめていきたい。
3.　学校保健に関する記録
　保健室の情報センター的役割として，学校保健に
関する記録は資料としてまとめてある。学校保健委
員会の資料はその例である。この資料は，紙媒体と
情報データで整理しているので，保健指導や教科の
学習や養護実習の教材として，実習生の一番身近な
現場を表した生きた教材として，主免養護実習のみ
ならず，養護教諭基礎研究４）にも活用できる。
Ⅳ．まとめ
　附属中学校の養護教諭として，多忙な日常の中，附
属中学校の学校保健の実際を ｢ 学校保健委員会資料
（2 冊）｣「定期健康診断の実施計画」や「学校保健関
係の綴」を作成し，意図的に活用し，生かされるツー
ルになっている。
　すなわち，これらの資料は，附属中学校の学校保
健全体を示す資料であり，学校保健活動の設計図で
ある。教職員や学校医等の関係者，保護者が学校保
健活動を共通理解し，みんなで進めていくツールで
ある。同時に，養護教諭をめざす実習生への教材と
して活用できる。
　実習において，これらの資料を意図的に活用し，学
校保健活動の全体を把握できる実習にしていきたい。
　今後も，附属中学校の学校保健に関してまとめた資
料を使って，校内での実践を深めていくことと，養
護実習での教材として活用していくこととの両面に
ついて一層実践を進めて行きたい。
　なお，養護実習において実践している活動を検証
していくことが今後の課題である。 
資料 5　生徒保健委員会活動による健康月間資料 4　生徒保健委員会の牛乳に関する活動
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資料 6　避難訓練　職員研修　PTA 活動
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資料 7　外部講師との活動
（けが防止リーダーさんの会）
資料 9　運動会の健康・安全
資料 8　登下校の安全　
（自転車）
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